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「東北地域の景況調査」（平成２０年４～６月期）について 

 

 

当社では、東北６県および新潟県の経済や景気動向および生産状況を把握す

るため、平成８年３月より四半期ごとに「東北地域の景況調査」を実施してお

りますが、このたび、平成２０年４～６月期の調査結果がまとまりましたので

お知らせいたします。 

 

（調査実施概要） 

１．調査対象  当社管内の産業用お客さま 

２．調査時期  平成 20年 7月 1日～平成20年 7月 25日 

３．調査方法  郵送法 

４．回収状況  （発送）1，000事業所 （有効回答数）590件 

                               （有効回答率）59．0％ 

 

（調査結果要旨） 

１．業況の動向 

「今期の業況判断DI は、２期連続での大幅な低下となり、東北地域の製造業

において、業況感の急速な悪化が鮮明になっている。」 

 

○ 各事業所の今期３ヵ月(平成２０年４～6月期)の業況判断DI は、▲４０．７

となり、前回調査（平成２０年１～３月期）に比べ１５．9 ポイント低下し

ている。DI は２期連続で低下するとともに、６期連続で業況判断の分かれ目

となるゼロ値を下回っている。 

○ 来期３ヵ月(平成２０年７～９月期)の業況見通しDI は▲２８．３と、今期に

比べ１２．４ポイント上昇している。 

○ 原因別にみると、今期３ヵ月の下降理由では「原材料調達コストの上昇」が

３期連続でトップを占めるとともに、その回答率（７７．２%）は調査開始

以来の最大値を２期ぶりに更新した。来期見通しにおいても「原材料調達コ

ストの上昇」が下降理由のトップとなっており、最近の原材料価格の高騰が、

東北地域の製造業の業況に大きな影響を及ぼしている様子が鮮明になって

いる。 

 

○ 業種別にみると、＜その他製造業（▲５９．５）＞、＜窯業・土石      



（▲５９．０）＞、＜鉄鋼・非鉄金属（▲５８．０）＞で業況判断 DI が     

▲５０を下回るなど業況の悪化が著しいことに加え、これまで比較的好調を

維持していた＜輸送機械＞や、東北地域ではウェイトの大きい＜電気機械＞

の低下傾向が鮮明になり、業況感の悪化は業種にかかわりなく広がりを見せ

ている。しかし、先行きについては、他の全ての業種で DI が２桁のマイナ

スとなっている中で、＜電気機械＞が今期（▲４０．６）と比較して来期見

通し（▲８．８）は１桁台のマイナスと大幅に上昇しており、今後の動向が

注目される。 

 

２．国内景気の動向 

「今期の国内景気判断 DI は、前回調査から更に大きく悪化している。また、

１０期連続で低下したのは、平成８年の調査開始以来最長であり、国内景気

に対する見方は更に厳しさが増している。」 

○ 今期３ヵ月(平成２０年４～６月期)の国内景気判断DI は、▲５６．１となり、

前回調査（平成２０年１～３月期）に比べ１６．４ポイント低下している。

DI は１０期連続で低下するとともに、５期連続で国内景気判断の分かれ目と

なるゼロ値を下回っている。 

○ 来期３ヵ月(平成２０年７～９月期)の見通しでは、DI が▲５０．９と今期よ

り５．２ポイント上昇しているものの、ゼロ値を大幅に下回っている。 

 

３．素材・原材料価格の高騰による影響 

「素材・原材料価格が『１年前より上昇している』と回答した事業所の割合

は全ての業種で８割を超えるなど、素材・原材料価格の高騰が、東北地域の

製造業の業績に悪影響を与え、その影響が深刻化していることが窺われる結

果となった。」 

○ 素材・原材料価格が「１年前より上昇している」と回答した事業所の割合は

全体で９１．７%と、過去の調査と比較してもその回答率は高まっている。 

○ 素材・原材料価格を「ほとんどは製品出荷価格に反映できている」と回答し

た事業所の割合は全体で６．０%と、多くの事業所では製品出荷価格への反

映が十分ではないと考えていることが確認された。 

○ また、素材・原材料価格の高騰が業績に悪影響を与えていると回答した事業

所の割合は合計で８９．２%に達し、中でも「大きな業績悪化要因になって

いる」と回答した事業所の比率が高まっているなど、その影響の深刻さを表

す結果となった。 

 

  今回の調査結果の詳細は別紙のとおりです。 

 

以 上 


